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損害防止サーキュラー No. 06‐10 
 
 
Cargo securingの火気使用作業等の危険性について 
 
 
 

イントロダクション 
Gardは、多発するCargo 
securingの火気使用作業に起因する船舶火災について考察している。 
ほとんどのケースがプロジェクト/重量貨物に関係しているが、そこでは予想され

る過剰な負荷に耐えるよう本船上に追加のsecuring施すことがしばしば必要にな

る。いくつかの事例では貨物そのものあるいはそのframeworkが直接、船体に溶

接される。最近の事例では、ハッチ・カバーからスチール・ブラケットを取り外

すためにアセチレン酸素切断バーナーを使用中に、不注意にもホールド内に火災

を発生させたケースがあった。ブラケットはハッチ・カバー上に重量貨物を固定

するために使用されたものであった。 
 
Gardの事例より 
火災は乗組員あるいは陸上業者によって行われる火気使用作業の双方によっても

たらされている。陸上業者は船上での火災の危険性について十分に習熟していな

い一方、乗組員は火気使用作業機器の使用に十分な能力を有していないことがあ

る。利用できる手順書やチェックリストがあるにも拘らず、それらは遵守されて

いないことがある。貨物を荷揚げするために溶接した固定具を取り外すときや、

さらにその部分を元の状態に戻す時に火災が発生している。多くのケースは甲板

上の火気使用作業による火花や、溶けだした金属が下の貨物スペースに落下する

ことに起因している。 
 
乗組員へのガイダンス 
本船のSafety Management 
Systemは火気使用作業について乗組員へのガイダンスを提供すべきである。誰が

作業をするということにかかわらず以下の要素は留意すべきである。 
 
火気使用作業の担当航海士によって、リスク・アセスメントがなされるべきであ

る。作業場所から離れたところについても、危険の存在を特定し、必要な注意を

払わなければならない。 
火気使用作業を行うに際し、なるべく火災のリスクを最小限にとどめ、防火対策

を適切に備えることのできる時間や場所を検討すべきである。例えば停泊中であ

れば揚げ荷役が終了するまでは火気使用作業の実施は見合わせるべきであり、特

に貨物が危険物や可燃性の高いものであるならばなおさらである。もし火花が貨

物の積載された艙内に落下した場合、そうした火元は、火災探知や消火が極端に 
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難しいような積み付けの奥の部分に到達することもある。火気使用作業による発

熱も(直ちに発火するのではないとはいえ)見過ごしてはならない点である。 
 
火気使用作業を行うに際しては、担当航海士による作業許可が必要とされるべき

であり、その際にはしっかりとしたリスク・アセスメントと、必要な注意喚起が

行われるべきである。火気使用作業においては、しばしば陸上の当局より作業許

可を得ることを要求されることがあり、その際には陸上当局から特別な注意措置

を要求されることもある。しかし、作業許可を得れば、本船上での必要な注意を

払わなくてよくなるわけではない。 
 
担当航海士は火気使用作業を行う者が、その作業と機器の使用について十分にそ

の適性を有していることを確認すべきである。多くの火災は、火気使用作業によ

って隣接区画へ通じる穴が生じたことに起因しているからである。担当航海士の

指揮により、火気使用作業の前には、作業の役割を分担するすべての関係者を参

加させてTool Box 
Meetingを行うべきである。すべての関係者、特に乗組員以外の者が、危険の所在

、注意事項、非常時の対策など理解したことを担当航海士が確認した上で、作業

許可書が署名されるべきである。 
 
次の点には特別な注意が払われるべきである。 
1－周囲や隣接した区域への火災のリスク、特にすぐには認識されにくいもの。例 

可燃ガス/蒸気など 
2－火気使用作業は、当該タンクが完全にガスフリーではない限り、タンクや可燃

性の液体もしくは残留物を含むタンクの換気口の周囲では禁止とすべきである。 
3－もし可燃性物質が固定された貨物から取り除けない場合、周囲や隣接した区域

は遮蔽されるべきで、なるべく耐火性の素材によって遮蔽されるのがよい。 
４－作業の周囲や隣接した区域において継続して見張りをつけることの必要性。

その際、火花はかなりの距離を飛び、閉鎖されていない開口に落ちていくことに

留意する。金属表面や溶解部を冷却するために、十分な水を使用することも必要

となる。 
5‐作業許可区域外において火気使用作業を行わないように作業員を継続的に監督

する必要がある。 

もし監督が継続できなくなった場合、作業は見合わせるべきである。 
6－見張り員と担当航海士の間の緊密なコミュニケーションが必要である。 
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7－消火用具の即座の用意のため、消火器や消火ホースなどは火気使用作業に近い

ところ、たとえ隣接した区域であっても、見張り員が簡単に手の届くところに配

置しておくべきであろう。 
8－火災探知器、警報システムや固定式消火設備は直近にテストしておくべきであ

る。 
9－火気使用作業が完了した後も最低２時間は見張りを続ける必要がある。 
 
アドバイス 
火気使用作業の担当航海士はリスク・アセスメントを行うべきである。船長は可

能な全ての注意措置がなされ、責任と適性のある人によって継続的にモニターさ

れない限り、積載済貨物のある貨物区画で溶接をさせるべきではない。 
溶接作業の終了後、状況を監視して火災の突発事故を防ぐべく、見張りを継続す

べきである。 
 
船主同様に傭船者も、傭船契約上貨物のstowage/securingに契約責任を負うこと

がため、火気使用作業の危険性を認識する必要がある。 
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